『悦目抄』三本における仮名文字遣いの実態 : 〈ホ〉〈ン〉〈ケ〉について by Sasaki, Isamu














































遣いに関する記述を抜き出す。なお、当該条で問題とされている合点付きの仮名を「」で括り、改行・空白を私に入れる。また、字体を区別するため 、仮名の字母に戻す場合がある（ 『悦目抄』諸 における仮名文字遣いの記述に関する異同の詳細は、注 ３ 斎藤
2015
を参照願いたい） 。













下に不書「本」上下を不分可書「ほ」上下不書「邊」上下を不分可書「へ」上下に不書「登」 と下に不書「か」上下不分可 も下に不書「た」上下を不分可書「堂・多」下に不書「所」上下不分可書「曽」下に不書「つ」上下を不分「徒・川」下に不書「な」上下を不分「奈・那」上に不書「ん」下に不書「む」上に書「け」上 を 分 遣・介」に不書「希上下を不分 ふ上に不書「く」上下を不分「て」下に不書「阿」上下不分 あ上に不書「佐」上下不分「さ」上に不書「見」下にかヽぬ み上下不分「新・し上にかヽぬ「毛」
右は、 「いろは歌」に一種しかない仮名における、別字体の仮名の
組を問題としており、現在の研究では「仮名文字遣い」と呼称される。二、研究の方法
右に引用したごとく 『悦目抄』では、 「書たかへ」の具体例が、 「上
に不書（かヽぬ） 」 「下に不書（かヽぬ） 」 、と否定によって示されるのを原則とする。たとえば、最初の「上に不書「こ」 」は、 「こ」を
21（     ）
「上」に書くと「書かたへ」になる、と読むのが自然であろう。ただし、 〈コ〉の場合は、 「又上下を不嫌書事もアリ」の一文が添えられている。
本稿では、 「又上下を不嫌書事もアリ」の如き但し書きが無い最初




本につい ①②写本と同じく、 「本」と右両字形を合わせた「ほ」との差 て検討する。
以下、 『悦目抄』三本における、 〈ホ〉 〈ン〉 〈ケ〉に宛てられる全
仮名を抜き出し、それを「上」 「下」の別に分け、 『悦目抄』に記されている仮名文字遣い法と一致するものか否かを調査す
なお、本書における「上」 「下」の意味は未詳であるものの、先行
研究に従い、 「語句頭」 「非語句頭」として整理する。三、 『悦目抄』諸本における仮名文字遣いの実態

























ない。それを考慮しても、 「本」は非語句頭に偏る（ 「お本え」 （覚え）・ 「お本かた」 （大方） ・ 「お本きなる」 （大な ） ・ 「お本し」 （多し） ・「し本る」 （萎） ・ 「お本めき」 （おぼめく） ・ 「きかま本しき」 （聞かまほしき）など） よって、 「下に不書 」には合わない。


















22（     ）
本資料では、 〈ホ〉の語句頭例は、非語句頭例の１／３程度でしか





















本資料は、 〈ホ〉の語句頭例は、非語句頭例の１／３弱である。正保二年（一六四五）刊本では、 「本」の使用 が仮名〈ホ〉の八
割を占める。その「本」の八割は、非語句頭であるため、 「下に不書「本」 」の記述に合わない。
「ほ」は、語句頭における使用例の方が多い。 〈ホ〉の語句頭にお














２．上に不書「ん」 下に不書「む次に、 「不書」と言い切る「上に不書「ん」下に不書「む」 」の
「ん」―「む」の仮名の実態を見る。
「上に不書「ん」下に不書「む」 」とは、 「上」に む」を
き、 「下」には ん を書く、と述べてい ことになろう。
『悦目抄』諸本において、 「下」 （非語句頭） く は、助






























む」を「ん」とする。 外二 中の一 は、廻文歌 ら草に草の名はもしそなはらは／なそしもはなのさくにさくらむ」 （三二オ）の
11





３．上に書「け」 、上下を不分「遣・介」 、下に不書「希」 、 「気」最後に、唯一否定形でなく 「上に書」とされる「け」の仮名につ


























































































撰仮名文字遣』に「上」 「下」の記述が見られな の 右の実態を







資料と中世国語』 〈一九八〇年、笠間書院〉所収） 、同「仮名文字遣序」 （ 「国語国文」（２） 、一九七一年二月。同「仮名資料」 （ 「国語国文」（３） 、
40
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一九七二年三月。後 上論文とともに、 『仮名文字遣と国語史研究』 〈二〇〇九年、清 堂〉所収） 、迫野虔徳「定家の もじ遣」 」 （ 「語 研究」、一九七四年八月） 、伊坂淳 「藤原俊成の用字法・試論（二） ：
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昭和切本『古今和歌集』における用字法」 （ 千葉大学教育学部研究紀要」第１部、一九九〇年二月） 、同「藤原俊成の用字法・試論（三） ：顕広
38
切本『古今 歌集』における用字法」 （ 「千葉大学教育学部研究紀要」第１部、一九九一年二月） 、同「藤原俊成の用字法・試 （四） ：日野切
39
本『千載和歌集』における用字法」 （ 「千葉大学教育学部研究紀要」第１部、一九九二年二月） 、矢田勉『国語文字・表記史の研究』 （二〇 二
40
年、汲古書院）第七章、土肥新一郎「江戸期版本における〈し〉法──延宝五年板 平家物語』を資料として──」 （ 「論叢国語教育学第号（二〇一八年七月） 、同「 『新撰仮名文字遣』の「かしら 「下」
14
──〈か〉 〈し〉 〈つ〉 〈な〉の変体仮名の使い分けに注目して──」 （ 国語教育研究」第六十号 二〇一九 三 など多数。
（２）三輪正胤「 『悦目抄』系歌論の成立をめぐって（１） 」 （ 「国語国文」―
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７、一九九〇年七月） 、同「 『悦目抄』系歌論の成立をめぐって（２） 」 国語国文」―８、一九九〇年八月） 、遠藤和夫『定家仮名遣 研究』 （二
59

















上にかゝさる「こ」下にかゝさる「古」上下をきらはす書事もあり上下をわ す可書 に・尓」下にかヽさる「本」上下にかヽさる「登」上下をわかす可書「と」下にかヽさる「加」上下をわ す可書 も下にかヽさる「た」上下をわかす可書「堂」 「多」下に不書「そ」上下をわかす可書「曽」下にかヽさる つ 徒・川下にかヽさる「な」 奈・那上にかヽさる「ん」 くへき（ 「かヽさる を訂正） 「む」
26（     ）
上に書「け」上下をわかす可書「遣・介」下にかヽさる「希」上下をわかす書へき「ふ」上にかヽさる「く」上下をわ ぬ「て」下に不書「阿」 ぬ「あ」上にかヽぬ「佐」上下をわかぬ さ上にかヽぬ「見」下 ぬ「み」上下わかぬ「新・し上にかヽぬ「毛」上下わかぬ「も」






七ありきはめてやさしき字也しもよのやみむ是也」 「しもよのやみむ」や、 「人丸貫之はむ文字はたくみにきこゆると云也」 「む文字」などを指す。
（７）たとえば、 『日本国語大辞典第二版』は、 「かたほとり【片辺・偏辺】 」
を見出し語とする。そのた これを一語と採り、 「ほ」は語中の使用例とした。しかし、 「かたほとり」を一語と認めなければ、 「かた」 「ほとり」の二語となり ほ」は語頭の使用例と













（） 「いましむ」 「いむ」 「つヽしむ」 「とがむ」 「はぐヽむ」 「なだむ」など
11の「む」で終わる動詞と助動詞「しむ」は 音便形でなければ「む」と書くしかなく、これらの語に、 「下に不書「む」 」 規則は適用できない






































































15初期写本の仮名文字遣い 関す 記述と同じ仮名文字遣いが『悦目抄』において問題とされてい のは、 〈カ〉 〈ツ〉 〈ナ〉である（ 〈シ〉は、 『悦目抄』が「志」を採り上げず、 「し」 「上下不分」とする） 。この三音節の『悦目抄』三本における仮名文字遣いの実態報告は、別稿とする
（広島大学）
